
喜 界 高 だ よ り

　

７
月
13
日
（
火
）
に
生
徒
会
役
員

選
挙
が
行
わ
れ
、
９
月
よ
り
新
執
行

部
が
始
動
し
ま
し
た
。
新
役
員
の
６
名

を
紹
介
し
ま
す
。

	

生
徒
会
長	

槇　

 

悠
太	

（
普
2
）

	

副
会
長	

中
谷 

巴
音	

（
普
2
）

	
	

大
塚 

勇
士	

（
商
2
）

	

書
記
局
長	

富
田 

か
え
で	

（
商
1
）

	

書　
　

記	

基　

 

な
ご
み	

（
普
1
）

	

会　
　

計	

藤
原 

圭
以	

（
商
2
）

　

普
通
科
２
年

　
　
　

槇　

悠
太

こ
の
た
び
生
徒
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

普
通
科
２
年
の
槇
悠
太
で
す
。
私
は

前
年
度
か
ら
執
行
部
に
所
属
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
を
改
善
し
、

よ
り
充
実
し
た
生
徒
会
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

生
徒
会
便
り
や
定
期
考
査
の
範
囲
表

の
作
成
、
意
見
箱
の
設
置
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
良
い
喜
界
高
校

を
創
る
た
め
に
は
自
分
た
ち
の
意
見

を
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
活
動
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で
青
春
時
代
を
謳
歌

す
る
、
挨
拶
の
徹
底
や
遅
刻
を
し
な

い
な
ど
「
凡
事
徹
底
」
が
で
き
る
学

校
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
の
協
力
な
し
で
は
学
校
を
良

く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
趣
味
は
何
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
れ
ば
、「
ま
あ
、

読
書
で
す
か
ね
え
。」
と
し
か
答
え
ら
れ
な
い
の
だ

が
、
読
書
が
趣
味
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
今
で
は

つ
く
づ
く
感
じ
る
。
ま
ず
、
暇
を
持
て
余
す
こ
と

が
な
い
。
飛
行
機
や
電
車
の
待
ち
時
間
、
銀
行
や

病
院
な
ど
で
の
順
番
待
ち
で
、
い
く
ら
待
た
さ
れ

て
も
本
さ
え
あ
れ
ば
苦
痛
に
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
な
く
精
神
の
健
康
状
態
を
保

て
る
。

　

読
書
が
い
つ
趣
味
に
な
っ
た
の
か
を
考
え
て
み

る
と
、
小
学
生
時
代
に
図
書
室
の
本
を
借
り
て
い

た
記
憶
は
あ
る
が
、
自
分
の
お
小
遣
い
で
わ
ざ
わ

ざ
本
屋
に
行
っ
て
本
を
買
い
求
め
た
時
と
定
義
す

れ
ば
、
中
学
校
一
年
生
か
二
年
生
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
そ
れ
以
来
、
ち
ょ
っ
と
ス
キ
マ
時
間
が

で
き
る
と
本
に
手
を
伸
ば
す
習
慣
が
つ
い
た
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
ス
キ
マ
時
間
ど
こ
ろ
か
大
事

な
学
習
時
間
や
睡
眠
時
間
ま
で
奪
っ
て
し
ま
う
ス

マ
ホ
の
影
響
で
、
能
動
的
な
読
書
体
験
の
な
い
若

者
が
最
近
め
っ
き
り
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
私

の
最
大
の
懸
念
だ
。
当
然
、
喜
界
高
校
生
も
例
外

で
は
な
か
ろ
う
。
本
と
い
う
文
字
の
海
で
泳
い
だ

こ
と
の
な
い
人
間
の
語
彙
力
は
貧
弱
だ
。
文
字
を

通
し
て
目
の
前
に
な
い
世
界
を
思
い
描
い
た
こ
と

の
な
い
人
間
に
は
想
像
力
は
育
た
な
い
。
相
手
の

感
情
を
想
像
す
る
力
の
な
い
者
同
士
が
、
貧
弱
な

語
彙
力
で
ス
マ
ホ
な
ど
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
れ
ば
、
誤
解
や
衝
突
が
生
じ
る
の
は
当

然
だ
。
そ
れ
が
い
じ
め
の
も
と
に
な
り
、
若
者
の

精
神
を
蝕
ん
で
し
ま
う
。
上
手
に
使
え
ば
便
利
な

は
ず
の
道
具
も
、
使
い
方
を
誤
る
と
悪
影
響
の
方

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

　

ス
マ
ホ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
は
身
体
へ
の
悪

影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
目
や
脳
に
対
す
る
刺

激
で
睡
眠
の
質
や
学
習
効
果
が
低
下
す
る
と
い
う
。

勉
強
を
頑
張
っ
た
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
い
っ
て
、

寝
る
前
に
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
な
ど
最
悪
で
あ
る
ら
し

い
。
人
間
の
記
憶
は
睡
眠
中
に
脳
内
で
整
理
さ
れ

る
の
で
、
勉
強
し
た
ら
す
ぐ
に
寝
る
の
が
理
想
だ

そ
う
だ
。
勉
強
と
就
寝
の
間
に
ス
マ
ホ
の
刺
激
を

入
れ
る
こ
と
で
、
学
習
内
容
が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま

う
の
だ
。

　

令
和
二
年
度
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
高

校
生
の
ス
マ
ホ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

平
日
一
日
あ
た
り
の
平
均
時
間
は
三
時
間
二
十
八

分
だ
そ
う
だ
。
学
習
に
関
連
す
る
事
柄
を
検
索
す

る
こ
と
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
お
そ
ら
く
娯
楽
と

し
て
動
画
を
視
聴
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
と
い
う
の
が
大
半
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け

多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
せ
め

て
そ
の
半
分
の
時
間
で
も
読
書
に
充
て
て
く
れ
れ

ば
、
高
校
生
の
思
考
力
や
判
断
力
の
向
上
、
そ
し

て
情
緒
の
安
定
に
寄
与
す
る
の
で
は
と
思
う
が
、

大
人
で
さ
え
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
く
な
っ
て
い
る

世
の
中
で
は
、
実
現
は
簡
単
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　

中
国
で
は
ス
マ
ホ
中
毒
に
な
っ
た
若
者
を
軍
隊

式
の
訓
練
で
矯
正
す
る
施
設
が
あ
る
そ
う
だ
。
し

か
し
そ
こ
ま
で
極
端
な
も
の
で
な
く
て
も
、「
デ
ジ

タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」
と
い
う
対
処
法
も
あ
る
。

食
事
や
運
動
に
気
を
配
る
こ
と
で
体
内
か
ら
毒
素

を
排
出
す
る
よ
う
に
、
一
定
期
間
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
意
識
し
て
遠
ざ
け
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
の
軽

三
学
期
の
主
な
行
事
（
予
定
）

　

１
月

11
日
（
火
）

始
業
式

11
日
（
火
）

　
～
12
日
（
水
）
課
題
実
力
考
査

15
日
（
土
）

　
～
16
日
（
日
）
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

26
日
（
水
）

　
～
28
日
（
金
）　
卒
業
考
査

　

２
月

1
日
（
火
）

　
～
25
日
（
金
）
三
年
生
自
宅
学
習
期
間

3
日
（
木
）

中
高
一
貫
教
育
校

　
　
　
　
　
　
入
学
者
選
抜

17
日
（
木
）

　
～
22
日
（
火
）
学
年
末
考
査

28
日
（
月
）

表
彰
式

　

３
月

1
日
（
火
）

第
七
十
二
回
卒
業
式

25
日
（
金
）

修
了
式
・
離
任
式

「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス
と
読
書
」

喜
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頭
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訓

自
主
自
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開
拓
創
造

公
徳
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仕
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新
生
徒
会
長
あ
い
さ
つ

新
生
徒
会
役
員
紹
介

減
、
睡
眠
の
質
の
向
上
、
人
間
本
来
の
五
感
の
冴

え
な
ど
を
期
待
で
き
る
と
い
う
。
経
済
最
優
先
の

日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
が
大
々
的
に
報
じ

ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
だ
が
、
特
に
未
来
を
担
う

若
者
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
術
を
身
に
つ

け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス

を
し
な
が
ら
読
書
。
こ
れ
が
今
私
が
喜
界
高
校
生

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
事
柄
だ
。
若
い
時
代
の
読

書
ほ
ど
後
の
人
生
の
肥
や
し
に
な
る
も
の
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な

利
用
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
よ
う

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用
に

関
し
て
は
、
喜
界
高
校
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
無
防
備
な
生

徒
も
お
り
、
犯
罪
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル

の
増
加
、
個
人
情
報
流
布
な
ど
様
々

な
問
題
が
起
こ
り
う
る
状
態
で
す
。

ま
ず
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を

必
ず
し
て
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
の
所

持
（
家
族
共
用
を
含
む
）
は
98
％
で
、

自
分
専
用
の
携
帯
電
話
の
所
持
率
が

98
％
と
い
う
結
果
で
し
た
（
そ
の
う

ち
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
者
が
98

％
）。
以
下
の
グ
ラ
フ
で
示
し
た
結
果

は
、
今
後
、
各
ご
家
庭
で
話
し
合
う

き
っ
か
け
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
等

実
態
調
査
集
計
結
果
よ
り

設定している設定している

設定して
いない
設定して
いない

フィルタリング
設定者

家庭内
ルール
設定

一日の
平均利用
時間

ネット依存
傾向の
状況

決めている決めている

決めて
いない
決めて
いない
23％23％

77％77％

長時間利用
していると
感じている

長時間利用
していると
感じている

利用で勉強に
集中できない
ことがある

利用で勉強に
集中できない
ことがある

携帯電話等を，
布団に入っても
手放せない

携帯電話等を，
布団に入っても
手放せない

インターネット
の利用を制限さ
れると，イライ
ラしたり落ち着
かなかったりす
ることがある。

インターネット
の利用を制限さ
れると，イライ
ラしたり落ち着
かなかったりす
ることがある。

利用で
睡眠不足を
感じている

利用で
睡眠不足を
感じている

1h～ 2h1h～ 2h

4h～ 5h4h～ 5h

3h～ 4h3h～ 4h

2h～ 3h2h～ 3h

30ｍ未満30ｍ未満5h以上5h以上

43％43％

27％27％

16％16％

27％27％

9％9％

34％34％

10％10％

4％4％

79％79％

21％21％

3％3％
5％5％

30ｍ～1h30ｍ～1h

1％1％

21％21％

・夜○時以降は利用しない。
・充電は家族がいる場所で行う。
・�名前、顔写真、電話番号、住所などの個人
情報を書き込まない。

・�知らない人からのメールやメッセージには
返信しない。

・ネットで知り合った人と実際に会わない。
・人が嫌がることを書き込まない。
・�心配なことがあったら一人で悩まず、すぐ
に大人に相談する。

 家庭内ルール（例）　 一緒に話し合って決めましょう。

生
徒
指
導
部
よ
り

【
地
区
大
会
】

サ
ッ
カ
ー
部

　

	

４
位

　

○
喜
界 

３—

２ 

奄
美
●

　

●
喜
界 

０—

２ 

奄
美
○

　

●
喜
界 

０—

２ 

沖
永
良
部
○

　

●
喜
界 

０—

４ 

大
島
○

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

	

男
子
団
体　
　

準
優
勝

	

男
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

	

　

大
塚
（
七
）・
岩
元
組　

準
優
勝

	

男
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

	

　

大
塚
（
七
）　

準
優
勝

	

　

岩　

元
・
豊　

島　

ベ
ス
ト
８

	

女
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

	

　

吉　

田　

ベ
ス
ト
８　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

	

団
体
戦　

４
位

　

個
人
戦

	
	

岩
崎
・
相
良
組　

準
優
勝

	
	

川
口
・
宮
原
組　

	
	

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

１
回
戦
敗
退

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

	

団
体
戦　

４
位

　

個
人
戦

	
	

市
山
・
﨑
田
組　

準
優
勝

	
	

勝
・
中
谷
組

	
	

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

ベ
ス
ト
８

	
	

梅
田
・
西
原
組

	
	

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

ベ
ス
ト
８

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

	

５
～
８
位
決
定
リ
ー
グ　

６
位
／
８
校

	

●
喜
界 

０—

２ 

徳
之
島
○

	

○
喜
界 

２—

０ 

与
論
●

	

○
喜
界 

２—

０ 

古
仁
屋
●

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

●
喜
界—

古
仁
屋
○
（
3
位
決
定
戦
）　

弓
道
部

	

女
子
団
体　

３
位

	
	

（
尾
﨑
・
岩
井
・
和
田
）
7
中
／
36
射

	

女
子
個
人　

３
位

	
	

（
岩
井　

5
中
／
12
射
）

【
県
大
会
】

野
球
部

	
●
喜
界 

０—

７ 

鹿
屋
農
○

	

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

サ
ッ
カ
ー
部

　

高
校
総
体　

２
回
戦

　

●
喜
界 

１—

６ 

武
岡
台
高
校
○

	

第
一
〇
〇
回
高
校
選
手
権
鹿
児
島
県
大
会

	

一
回
戦　

	

●
喜
界 

０—

８ 

出
水
工
業
高
校
○

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

	

男
子
団
体

	
	

３
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
16

	
	

大
塚
（
勇
）･

豊
島
組　

	
	
	

４
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
32

	
	

大
塚
（
七
）･

岩
元
組  

	
	
	

４
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
32

	

男
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

	
	

大
塚
（
七
）　

４
回
戦
進
出 

ベ
ス
ト
32

	
	

岩
元　

３
回
戦
進
出 

ベ
ス
ト
64

	
	

豊
島　

３
回
戦
進
出 

ベ
ス
ト
64

	

女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

	
	

吉
田
・
山
元
組  

３
回
戦
進
出 

ベ
ス
ト
64 

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

	

団
体
戦　

２
回
戦　
　
　

	
	

　

対 

鹿
児
島
実
業　

０—

３

	

個
人
戦

	
	

川
口
・
今
井
組　

１
回
戦
敗
退

	
	

岩
崎
・
相
良
組　

１
回
戦
敗
退

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

	

団
体
戦　

２
回
戦

	

　

対　

鹿
児
島
女
子　

０—

３

	

個
人
戦

	
	

市
山
・
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喜 界 高 だ よ り 令和 3年 12月 24日 No.118 （4）令和 3年 12月 24日No.118 （1）



喜 界 高 だ よ り

　

本
校
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
が
じ
ゅ

ま
る
の
時
間
が
あ
る
。
こ
れ
は
総
合
的

な
探
究
の
時
間
を
本
校
で
は
が
じ
ゅ

ま
る
と
名
称
し
、
探
究
型
の
教
育
の
強

化
を
目
指
し
て
い
る
。
現
２
年
生
は
、

多
く
の
講
演
会
を
通
し
て
喜
界
島
に

つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
そ
の
後
テ
ー
マ

を
決
め
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
く
か
7
月
に
テ
ー
マ
発
表
会
を
行

っ
た
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
活
動
を
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
8
月
に
喜
界
島

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増
加
し
、
各
グ

ル
ー
プ
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な

い
事
態
と
な
っ
た
。
9
月
に
入
っ
て

も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
蔓
延
防
止
対
策
期

間
で
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
が
制
限
さ

れ
、
2
学
期
は
行
事
も
多
か
っ
た
た
め

に
、
テ
ー
マ
発
表
会
か
ら
準
備
に
十
分

な
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
ま
ま
、
11
月
22
日
に
、
2
年
生
3
年

生
、
全
16
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
校
内
選
考

会
を
迎
え
た
。
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た

が
、
今
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
探
究
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
発
表

前
に
は
各
グ
ル
ー
プ
遅
く
ま
で
残
り
、

発
表
の
た
め
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
る
姿
に
感
動
し
た
。
今
回
、
投
票

で
選
ば
れ
た
3
グ
ル
ー
プ
「
目
指
せ
！

海
ゴ
ミ
ゼ
ロ
」「
喜
界
島
の
平
均
寿
命

を
底
上
げ
し
よ
う
！
」「
バ
ガ
ス
の
有

効
活
用
」
は
、
12
月
17
日
に
中
高
合
同

発
表
会
の
舞
台
で
発
表
し
、
そ
の
他
の

チ
ー
ム
は
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
発
表
を

行
っ
た
。
2
年
生
は
、
来
年
の
最
終
発

表
に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
あ
る
。

　

9
月
5
日
（
日
）
に
予
定

さ
れ
て
い
た
喜
界
高
等
学
校

「
第
72
回　

体
育
大
会
」
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

何
も
せ
ず
に
終
わ
る
の
は
、
３
年
生

が
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、

10
月
28
日
（
木
）
に
、
小
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
時
間
の
関
係
上
、

応
援
団
エ
ー
ル
、
綱
引
き
、
学
級
対

抗
リ
レ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
心

一
つ
に
、
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
べ
て
の
種
目
を
こ
な
す
こ
と
が
で

き
ず
、
不
完
全
燃
焼
な
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
三
年
生
を

中
心
に
笑
顔
で
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
る
姿
が
い
つ
も
以
上
に
輝
い
て
見

え
、
記
憶
に
残
る
小
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
来

賓
、
保
護
者
の
皆
様
に
も

感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
来
年
度
は
晴
天

の
も
と
に
、
素
晴
ら
し
い

喜
界
高
校
体
育
大
会
を
お

見
せ
で
き
る
よ
う
生
徒
・

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

緑
軍
団
長　

　
　

商
業
科
３
年

　
　
　

盛
崎　

仁

青
空
の
も
と
で
盛
大
に
行
わ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
体
育
大
会
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

た
ち
３
年
生
は
今
回
の
体
育
大
会
だ

け
で
な
く
昨
年
の
修
学
旅
行
も
中
止

に
な
っ
た
た
め
、
思
い
出
を
作
る
機

会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
た
ち
の
た
め
を
思
っ
て
、
小
運

動
会
を
企
画
し
開
催
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
や
、
盛
り
上
げ
る
た
め
に

積
極
的
に
活
動
し
て
く
れ
た
各
学
年

の
応
援
団
員
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
に

は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。
来
年

以
降
は
、
盛
大
な
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

　

11
月
４
日
（
木
）、
喜
界
島
や
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
な
ど
国
内
外
の
島
嶼
文

化
研
究
を
行
っ
て
い
る
内
田
富
男
先

生
（
明
星
大
学
教
育
学
部
教
授
）
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
好
奇
心

（curiosity

）
を
磨
く
こ
と
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
の
ご
友
人
で
も
あ
る
名
城

大
学
名
誉
教
授
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー

ラ
先
生
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、

講
師
と
楽
し
く
議
論
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
在
校
生
に
異
文
化
理
解
や
学
ぶ
こ

と
へ
の
意
義
を
伝
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
感
想
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　

今
日
の
講
演
を
聴
き
、
言
語
や
方
言

が
失
わ
れ
る
と
、
言
葉
自
体
が
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
に
築
か
れ

て
き
た
伝
統
や
民
族
性
ま
で
失
わ
れ
る

と
知
り
、
驚
い
た
。
確
か
に
、
私
の
集

落
で
も
方
言
の
一
単
語
を
日
本
語
や
英

語
で
置
き
換
え
る
時
、
文
章
で
説
明
は

で
き
て
も
、
適
切
な
一
単
語
で
表
せ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
普
段
の
生
活
で
特
に

気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
こ
の
状
況

は
、
と
て
も
貴
重
で
、
自
分
の
島
の
文

化
が
い
か
に
多
様
で
あ
る
か
を
、
講
話

を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
さ

い
島
な
の
に
、
文
化
が
詰
ま
っ
た
方
言

が
30
以
上
あ
る
こ
と
も

驚
き
だ
。
私
は
方
言
を
聞

い
て
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
話
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
祖
父
母
と
話

す
と
き
は
、
私
に
あ
わ
せ

て
標
準
語
で
話
し
て
く

れ
る
。
私
は
英
語
に
興
味

が
あ
り
、
外
に
目
を
向
け

て
き
た
。
し
か
し
消
え
つ

つ
あ
る
方
言
こ
そ
学
ぶ

べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
今

ま
で
の
英
語
学
習
で
学
ん
だ
言
語
習
得

の
コ
ツ
を
、
島
の
方
言
に
も
生
か
し
て

習
得
し
た
い
。
島
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

を
理
解
し
、
守
っ
て
い
け
る
存
在
に
な

り
た
い
。（
３
年
女
子
）　

　

本
日
の
講
演
会
で
、
私
が
17
年
間
も

暮
ら
し
て
き
た
こ
の
喜
界
島
に
つ
い

て
、
新
た
に
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
。
ま
た
、
島
外
出
身
で
あ

る
先
生
方
が
、
喜
界
島
を
探
究
し
、
私

た
ち
に
多
く
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
。
喜
界
島
に
は
、
多
く
の
神
社
が

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
り
、
私
も
幼
少

期
に
神
社
巡
り
を
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
う
ち
の
約
半
数
は
、
豊
作

を
祈
る
保
食
神
社
で
あ
り
、
水
神
社
が

複
数
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
さ

ら
に
、
喜
界
島
出
身
の
先
輩
方
が
鳥
居

を
寄
贈
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
私
も

島
外
に
で
て
出
世
し
、
島
の
た
め
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
人

が
「
す
ご
い
」
と
思
う
の
に
は
、
４
つ

の
種
類
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
た

こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を
知
る
こ

と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
バ
ズ
に
生
か

す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。
喜
界

島
で
は
、
多
様
な
集
落
行
事
や
希
少
な

動
植
物
な
ど
、
島
外
の
人
か
ら
「
す
ご

い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
今
以
上
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
た
。（
３
年

男
子
）

　

　

11
月
10
日
（
水
）
に
県
が
企
画
す
る

「
か
ご
し
ま
＂
職
〟
の
魅
力
発
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

高
校
に
お
け
る
県
内
企
業

等
に
お
け
る
出
前
講
座
」
と
、
日
本
エ

ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
株
式
会
社
の
「
奄
美

群
島
の
高
校
生
に
対
す
る
航
空
業
界
説

明
会
」
を
活
用
し
て
、
職
業
理
解
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
ヴ
ァ
イ
タ
ラ
イ

ズ
か
ら
平
塚
仁
氏
と
他
4
名
の
先
生

方
、
株
式
会
社
朝
日
酒
造
の
喜
禎
浩
之

氏
、
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
株
式
会

社
の
運
航
企
画
部
か
ら
上
村
徹
氏
、
乗

員
査
察
部
兼
機
長
の
髙
津
竜
一
氏
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
現
在
の
職
業

に
就
か
れ
た
経

緯
、
仕
事
内
容
、

地
元
で
働
く
こ

と
の
意
義
や
魅

力
に
つ
い
て
実

際
の
体
験
談
を

交
え
な
が
ら
話

を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
普

段
の
生
活
で
は
知
り
得
な
い
情
報
を
多

く
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
進
路
選

択
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。
地
元
企
業
の
方
か
ら
の
話
で
は
、

喜
界
島
で
働
く
こ
と
の
意
義
や
喜
界
島

の
魅
力
を
発
信
す
る
重
要
性
な
ど
を
聞

き
、
島
に
対
す
る
思
い
を
強
め
た
生
徒

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
以
下
、
生
徒

の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

　

今
日
の
講
話
を
聴
い
て
島
の
よ
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。「
何
も
な
い
こ

と
が
島
の
よ
さ
」
と
い
う
言
葉
を
聴
い

て
、
な
る
ほ
ど
そ
の
通
り
だ
な
と
思

い
、
島
の
価
値
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
健
康
で
あ
る
こ
と
や
命

を
大
事
に
す
る
こ
と
を
何
度
も
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
の
で
私
も
命
を
大
事
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
意
識
し
て
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。（
2
年
生　

男
子
）

　

10
月
24
日
（
日
）
に

第
36
回
榕
樹
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
喜
界
島

で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
増
え
て

し
ま
っ
た
今
年
度
は
、
ス
テ
ー
ジ
部

門
を
す
べ
て
映
像
作
品
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
で
鑑
賞
す
る
と
い
う
形

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
辞
退

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
有
志
団
体

や
内
容
を
変
更
し
た
学
級
も
あ
り
ま

し
た
が
、「T

H
E FIR

ST
 TA
K
E

～
僕
ら
の
青
春
は
一
度
き
り
～
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
出

来
る
こ
と
を
最
大
限
に
考
え
て
、

つ
く
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

例
年
に
は
な
い
、
映
像
作
品

だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
演
出
や
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
ア
イ
デ

ィ
ア
が
随
所
に
見
ら
れ
、
生
徒
達

の
柔
軟
性
や
適
応
力
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て
榕

樹
祭
を
成
功
に
導
い
た
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ

て
考
え
、
行
動
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、

今
回
の
榕
樹
祭
の
成
功
に
繋
が
り
ま

し
た
。
来
年
こ
そ
は
、
体
育
館
で
全

員
で
盛
り
上
が
り
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
人
数
制
限
等
に
も
ご
理
解

い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

商
業
科　

３
年

　
　

米
盛　

真
央

榕
樹
祭
実
行
委
員
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
良
い
経
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
今
年

は
例
年
と
は
違
い
、
全
校
生

徒
で
体
育
館
で
の
発
表
・
鑑

賞
で
は
な
く
、
事
前
に
榕
樹

祭
全
体
を
ま
と
め
て
１
本
の

動
画
を
作
成
し
、
各
ク
ラ
ス

内
で
鑑
賞
す
る
形
と
な
り
ま

し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う

環
境
で
の
開
催
で
有
志
団

体
が
辞
退
す
る
な
ど
し
た
こ
と
も
あ

り
、
皆
が
楽
し
め
な
い
榕
樹
祭
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
先
生
方
が
身
体
を
張

っ
て
無
茶
ぶ
り
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
や
私
自
身

が
か
ら
だ
を
張
っ
た
り
し
た
こ
と
で

榕
樹
祭
が
成
功
に
終
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
最
悪
の
場
合
、
榕
樹
祭
が
中

止
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
予
定

通
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
た
先
生
方
や
仲
間
た

ち
、
保
護
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職
業
理
解
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
じ
ゅ
ま
る

《
総
合
的
な
探
究
の
時
間
》の
取
り
組
み

～
ふ
る
さ
と
喜
界
島
に
学
ぶ
～

応
援
団
長
コ
メ
ン
ト

榕
樹
祭
実
行
委
員
長 

コ
メ
ン
ト

喜 界 高 だ よ り 令和 3年 12月 24日 No.118 （2）令和 3年 12月 24日No.118 （3）

創
立
記
念
講
演
会
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